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ケージの／区」碧ノflヨ∈巨各l乙／∂声磯部レ次后各顛、約ヱ％⑦執重増加レ   

た．2鼠ば ノg弓痘苗ーヱノ∫％噂娩レ東雇各斯射ヱ芦♂敷金芭償却した．   

言放慮／∂巧ま魯l乙／プ％虐畑レ 

た・年産且／ク日吉杏lヱ2ク％増加レ／そ句点各市レ各節紆ヱ〆発頭◎啓・   

班盈東レた、潜弧．¢叡合也卒ヱ、ま／区¢喫芭あっ哲，平額よUケ■－∑、が良  

へし、増皿家斉レた・領熱風J・乙よる傾向ば朝岡レなかった・  

仲J領 稗・凍 帝 啓  

『 割   7  胃  宮   司  ヲ， 胃  ／∂  胃   

仝   仝   仝   

平／奴   ク寧ヱ／  ♂タ．夕f  ／ヱ∠＼βノ   ／ク年ヲぜ   

ヱ  ．クタ 中吉   クチg∠   ／∂ヲ、タP   ／∂／f／   

3  クJ．ク¢   〆トノフ   対、ヲ．ヲ   ／ク乳／ア  

餌   く∠  クJ、¢タ   ク9．クタ   ／∂ぴ．タヱ   タラ．占フ   

ケ  ／   
評、タg   鎗‥2♂   ヲノ．ア′   

l  フ  ぎ¢．∠P   ヲク．／ク   

！  

古ゾ．∂′   

少   ∋  P〃、／∠   Pゲ．クダ   

年  ♂4」メ㌢   9J〉、¢ク   ぎ〆．∠∠          占》、タぜ   
ー／／フグ＿   



め 一厚 顔＝ズ 簸  

遊飼・ケーゞ矢tヱ蒋剖抄髭雫田冤当ら缶かrrr  

誓 J紆   

単為・己色レグー＞雇¢讐濾を同し、お吏痢長瀬♂TD〟と？Pめ取合虹奉・   

が孝の発育産卵市境及診、憂♂悪の畠耶に艮ぼサ恕啓】ヱついて顔色レ之薦崇   

忠次¢よら石あ診．  

（り 発  車  

平飼芭感ノ凱＝ヨや召、3区ノ屠夕区2区♂喝茎灯首烏勿ゴヱク今石言放¢   

鼠ノ区プ区♂狩ろ、あつセ，ナーシ、ぎ首ヱ2∂官やごノ埋ヲ瞳2区み区ぞあ   

ヮた・総裕軌∠蚤包必窺いお威轟い照竃恋クた．  

♂〉 戒熱戦渡   

各舞聴電撃巧■ヱあける全区間と解啓蟄鮭鋸こ同‘一領凱三つい之ぬ啓′ヽ   

∂とね藍巧今、初奉軍車、勿喪軍曹宍IZ満票垂再絡められなかヶ圧＿無   

機蟄懲罰】1ヱ会嵐の比野をすると加重口牟一三ウいZ慮ケーざ、水平餅より早   

いことが∫％水準で観めあれ、勿塵界車、印篭lヱ〇Llて広重ガ恵め昌仙   

官かフた．  

r封 産卵吠 幣  

平額¢藍間草陰牙R9日のお重患♂ヲク匂∠ク甘♂玖情感葵lヱ各区珂  

IZ局蔑ま成案あら疇Lダブワシ、∂秦野数日ぎ芹初1垂熟の∂♪匂l∴あいて身ガ  

■水準で有無整が窮められた餌要∂鹿♂1着金感観められなか〇た．  

間垂ぼ平射芭夕胃初喪鞠♂3ク匂⑦威頓瞳／％∫％否病恕堅強あっセ9   

ヲ吊とク胃財産の牡敦さdノ％古ガ突l之有衰雲水恵められ、虹患lヱ番い   

て癌ノ区3＝泣声＝aく．ヱ区《区1ヱ感∫ガ芭南東麓ガ艶められた。∠∂唱   

石ぼ全体石越蔑めら軋なかった戎各眩否Z区β酉♂み†ヱ√％冨艶めら4t  

丁ニ●   

′■   
轟耶電章の決苓奏法乎笥の牙均初を泉魯はノ区ヒ3蝮顎夢、2垣と¢虹  

薗珂レー壱喪己ノ区ヲ屡勿方ガ2庇みⅨより僅かlく二轟くケージ、石宙ノ包コ  

区∂区ガ闊け程喪ぞ中庄痛感かl～頻〇ていた。ヲ閂わ垂鞄の箪飼石村名  

瞳宍同じl層領空あ〟、ワージそ感ノ、ユタ邑ボ同じ、月邑顔そ¢区が席妙lヱ轟  

かった．  

・平飼ろ宙ぎ胃恕畠ヒヲ日和壷魚苗ば牙日射連濁のオボ闇琶♂或顎無感  

篠本そ石るが敦陽芭畜クモが∂ク81∠おいても初象耶章♂蔑象東軍ぜ急  

こと！ま虫器なかった。   

ケー㌻、空豆／区ヱ区感冒胃材恵萄が健か1ヱ残額ガよく苫垣・串良感夕胃  

一／ヱダー  



初更顔が成長ポ轟く、知恵間蓉♂藍痔充足甘苗こと喧空き微かった．  

似ノ 無 為・頗 喪 章  

矛胃ノ担が平針 サーゞ栄一ヱ温かに多く・他の3温良暖ぼ同じ、軍芯つゃ・   

ス汲■餌ヒサーゞ汐ぬ鞍ごぼナーy・が各区努lヱ拇〃矛脅かった，  

タ胃でlま平飼ご法ノ 垣が多く／2∠ダ フ区ヲ区が圧威同じ／・かぐ芦三＝区ガ   

隠くヲ∠ヌ各ぁっを、ケーシろば・2反¢区が匿感、同じテクさ／セ、ヲモEが   

ぎ》一よ≠ぎ壬あって皐餌の潤額蟄喧ケーきlヱ吐鞍レて象lヱ一号く缶った。ノβ   

胃癌単軌或／ククー／∂タきそケーゞ琶／区ガ多く デュ多趣蛭一痕ぽゞ同じ冴∠   

多軒許可あった・ケージ必中飯より庚申善かかQく、ヲケ胃筒中均ノ日  

／翠婆康褒恕空ケージ喧平針ヱ血祭しZ／クヌ少なかっ草。  

餌科栗東率d済南広言Ⅸヱ放／区¢奴の喝と葡り、ワノ〉｛感ヲ垣中底   

フ駄／区♂頃であクた・．爾蟄坪．l之あいて新線¢釘魯なレの ノ才一ムヨく3   

区〕釣淘監が女かっ虔．．▲   

以上∂帯幕琶宙彿嵐の忘年いによ呑明輝忍き蒙雫田観められず酎恕製  

‥体、の古かしけヱより初垂司令鱒紆∠甘平常よリケー㌻が早かったが他の初   

島体重、わ産間董l∠d善感努め■らルず、堅闇東熊温色型焦汚にぉいて鱈   

藍がなく．牙胃勿象潟ヒタ胃知畠熟め印璽ガ和藍勿磨いタ冒劉∂告が患   

いこと、r一ご、ヒ弘前勿此或lヱむいこ慮∂胃劾蓮恕♂ヲ♂ロの或領朝狭   

かったか∂β切石路肩哲意ガ愈かづ◆た，  

卵蔓♂或長塚軋舞思l乙よる落成見当らぢかっごボ置休対な吠亀反ソす   

批ばノ才一〆タく夕凪）の閻香魚レ♂餌料邑がぬ韓的決い康lこ讐セ｝恥た公務   

放射を翌寸a．  

■ヽ  

1′せ、珊重量∂成長速度に喝する試験  

濁 水】明 渓 ．敗 因 正 号  

る 金 清 一  斉 崎 金ご  

同  前  

外国幾の細入欝lヱより危釆絹⑦耶登竜β大い王水何曙ヒ色って凍てい牒  

ボニdLが孜決∂一身ヒす診ためlヱ異姓レた．  

方  途  

卸轟椚后】ヱあけ診飾磨lヱ弔す魯試発動三ついこ平射ヒケージ潮IZ声域鼠  

令ヒネ乃定日令と卵管の増加状況ぎ調奪した．  

－／′．2クー   


